
日
比
野
丈
夫
教
授
者
作
目
録

○
印
は

『中
国
歴
史
地
理
研
究
』
所
収
論
文

㊥
印
は
単
行
本

○古間
地
に
関
す
る
研
究
三
種

(批
評
紹
介
)

東
洋
史
研
究

第
二
巻
第
二
競

昭
和
十

一
年

民
国
二
十
五
年
度
定
期
刊
行
物
所
載
東
洋
史
研
究
文
献
目
録

(四
)

(藤
田
至
善

･
佐
伯
富
氏
と
共
編
)

東
洋
文
庫
地
方
志
目
録

(書
評
)

南
買
三
周
年
記
念
窮

(書
評
)

○大
元

一
統
志
の
零
葉
に
つ
い
て

東
東
大
陸
諸
国
蕗
城
固

(書
評
)

○宋
版
太
平
実
字
記
に
関
す
る
1
異
聞

馬
衡
著
支
那
金
石
畢
概
要

(五
)
諾
注

東
洋
史
研
究

第
二
巻
第
三
娩

史
林

第
二
十
二
巻
第

l
暁

東
洋
史
研
究

第
二
巻
第
五
親

東
洋
史
研
究

第
三
巻
第

l
戟

史
林

第
二
十
三
巻
第
二
窮

東
洋
史
研
究

第
四
巻
第

1
競

東
洋
史
研
究

第
四
巻
第
二
巻

昭
和
十
二
年

昭
和
十
二
年

昭
和
十
二
年

昭
和
十
二
年

昭
和
十
三
年

昭
和
十
三
年

南
門
口
の
思
い
出

北
支

第
四
巻
第
三
祇

昭
和
十
七
年

五
重
山
の
過
去
と
現
在

(小
野
勝
年
氏
と
共
著
)

日
華
係
数
研
究
合
年
報

第
五
年

｢
山
敦
と
支
那
儒
教
｣

特
輯
輩

法
蔵
館

昭
和
十
七
午

契
丹
諦
詩

東
洋
史
研
究

第
七
巻

第
二
･
三
統
合
刊

昭
和
十
七
午

北
京
固
書
館
善
本
の
ゆ
-
え

東
洋
史
研
究

第
七
奄
第
二
･
三
統
合
刊

昭
和
十
七
年

○中図
分
省
新
固

(第
四
版
)
の
こ
と
な
ど

東
洋
史
研
究

第
七
巻
第
二
･
三
競
合
刊

昭
和
十
七
年

支
那
沿
革
地
理

支
部
地
理
歴
史
大
系

第
三
編

｢
支
那
歴
史
地
理
｣
所
収

白
揚
社

山
西
旋
行
の
収
穫

東
洋
史
研
究

第
七
巻
第
四
競

走
裏
柿
の
思
い
出

東
洋
史
研
究

第
七
巻
第
四
窮

◎五

重

山

(小
野
勝
年
氏
と
共
著
)

座
右
賓
刊
行
禽

締

っ
て
き
た
北
京
固
書
館
の
善
本

東
洋
史
研
究

第
七
奄
第
六
競

鷹
山
の
温
泉

ひ
の
も
と

第
六
巻
第

1
競

昭
和
十
七
年

昭
和
十
七
年

昭
和
十
七
年

昭
和
十
七
年

昭
和
十
七
年

昭
和
十
八
年

○唐宋
時
代
に
お
け
る
福
建
の
開
畿

東
洋
史
研
究

第
四
奄
第
三
戟

昭
和
十
三
年

昭
和
十
四
年

顧
讃
剛
'
史
念
海
著
中
国
産
域
沿
革
史

(書
評
)

史
林

第
二
十
四
巻
第
二
窮

昭
和
十
四
年

○地国
に
現
わ
れ
た
後
套
水
道
の
襲
遷

東
洋
史
研
究

第
四
巻
第
四

･
五
競
合
刊

昭
和
十
四
午

民
生
張
に
就
い
て

東
洋
史
研
究

第
四
奄
第
四
･
五
競
合
刊

京
包
線
虫
蹟
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

北
支

第
二
巻
第
三
窮

○武
州
川
の
火
井
を
た
ず
ね
て

東
方
畢
報

京
都
第
十
一
筋
第

一
分

京
漢
線
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

東
洋
史
研
究

第
五
奄
第
三
鱗

雲
尚
だ
よ
り

(小
野
勝
年
氏
と
共
著
)
東
洋
史
研
究

第
六
奄
第

l
窮

大
同
石
価
の
保
存
に
つ
い
て

(小
野
勝
年
氏
と
共
著
)

美
術
研
究

雲
尚
通
信

(小
野
勝
年
氏
と
共
著
)

東
洋
史
研
究

第
六
巻
第
二
統

日
比
野
丈
夫
教
授
者
作
目
録

昭
和
十
四
年

昭
和
十
五
年

昭
和
十
五
年

昭
和
十
五
年

昭
和
十
五
年

第
百
九
戟

昭
和
十
六
年

昭
和
十
六
年

○清
末
よ
り
現
在
に
至
る
支
那
の
測
量
地
圃

東
方
撃
報

京
都
第
十
三
筋
第
三
分

昭
和
十
八
年

㊨蒙
窪
に
於
け
る
最
近
の
考
古
学
的
顎
見

(水
野
清

1
氏
と
共
著
)

大
東
要
撃
術
叢
話

一

大
和
書
院

昭
和
十
八
午

伊
藤
恒
治
著
北
支
豪
産
の
住
居

(書
評
)

尊
重

第

一
巻
第
四
競

昭
和
十
八
年

◎豪

産
陽
高
燥
漠
墓
調
査
略
報

(水
野
清

l
氏
と
共
著
)

大
同
石
悌
保
存
協
脅

大
和
書
院

昭
和
十
八
年

歴
史
地
理

(学
界
展
望
'
昭
和
十
五
･
六
年
度
の
東
洋
史
学
界
)

昭
和
十
五
･

六
年
度
東
洋
史
研
究
文
献
瑛
目
所
収

東
方
文
化
研
究
所

昭
和
二
十
午

◎文
久
二
年
上
海
日
記

(編
)

全
国
書
房

昭
和
二
十

一
年

評
彊
考
古
記

(小
野
勝
年
氏
と
共
著
)

星
野
書
店

昭
和
二
十

一
年

陸
官
囲
1

中
国
の
す
ご
ろ
-
ー

撃
海

第
四
巻
第
二
窮

昭
和
二
十

一
年

○阿爾
春
軍
重
に
つ
い
て
ー

そ
の
歴
史
と
現
状
-

東
方
学
報

京

都
第
十
六
朋

昭
和
二
十
三
年

五

一
九



東

方

学

報

文
明
皇
太
后
と
方
山
の
北
貌
墓
(

書
評
)

東
光

第
六
貌

昭
和
二
十
三
年

○奥蘭
庭
の
元
豊
九
域
志
校
定
に
つ
い
て

東
洋
史
研
究

第
十
巻
第
四
班昭

和
二
十
四
年

水
野
清

一
著
東
亜
考
古
学
の
染
達

(書
評
)

東
洋
史
研
究

第
十
奄
第
五
択

昭
和
二
十
四
年

○新
唐
書
地
理
志
の
土
貢
に
つ
い
て

東
方
畢
報

京
都
第
十
七
難

昭
和
二
十
四
年

オ
リ
エ
ソ
タ
リ
カ
Ⅰ

(書
評
)

東
洋
史
研
究

第
十
巻
第
六
択

昭
和
二
十
五
年

神
田
喜

一
郎
編
敦
塩
秘
籍
留
虞
新
編

(書
評
)

東
洋
史
研
究

第
十
巻
第
六
班

昭
和
二
十
五
年

呉
津
著
中
国
歴
史
簡
編

(書
評
)

東
洋
史
研
究

第
十
巻
第
六
班

昭
和
二
十
五
年

許
立
蚕
著
中
国
史
話

(書
評
)

東
洋
史
研
究

第
十
奄
第
六
窮

昭
和
二
十
五
年

○西
漢
那
閲
治
所
考

羽
田
博
士
頒
幕
記
念
東
洋
史
論
叢
所
収

東
洋
史
研
究
合

昭
和
二
十
五
年

宋
代
銅
鏡
問
題
に
関
す
る
新
見
解
-

わ
が
国
に
お
け
る
顎
掘
鏡
よ
り
出
登
し
て
-

東
方
畢
報

京
都
第
十
九
筋

昭
和
二
十
五
年

羽
田
博
士
頭
語
記
念
東
洋
史
論
叢

(書
評
)

東
洋
史
研
究

第
十

l
巻
第
三
窮

昭
年
二
十
六
年

○中
国
に
お
け
る
都
市
の
移
動

人
文
地
理
増
刊
鱗

｢
歴
史
地
理
撃
の
諸
問
題
｣
所
敬

柳
原
書
店

昭
和
二
十
七
年

雁
北
文
物
勘
査
圏
報
告

(書
評
)

東
洋
史
研
究

第
十

1
巻
第
四
鱗

昭
和
二
十
七
年

○漠
簡
所
見
地
名
考

東
洋
史
研
究

第
十
二
巻
第
三
折

昭
和
二
十
八
午

那
村
防
衛
と
墜
壁
清
野

東
方
学
報

京
都
第
二
十
二
珊

昭
和
二
十
八
年

東
洋
の
歴
史
地
理
'
中
国

新
地
理
学
講
座
第
七
雀

｢
歴
史
地
理
｣
所
収

朝
倉
書
店

昭
和
二
十
八
年

長
丘
村
出
土
古
鏡
調
査

下
高
井

(長
野
鯨
埋
蔵
文
化
財
護
掘
調
査
報
告

l
)
所
収

○

長
野
輝
教
育
委
員
合

昭
和
二
十
八

年

元
豊
九
域
志
纂
修
考
I

と
-
に
元
豊
の
二
十
三
路
に
つ
い
て
-

東
方
畢

第
八
輯

昭
和
二
十
九
年

五
二
〇

〇河
西
四
郡
の
成
立
に
つ
い
て

東
方
学
報

京
都
第
二
十
五
筋

京
都
大
草

人
文
科
挙
研
究
所
創
立
二
十
五
周
年
記
念
論
文
集

昭
和
二
十
九
年

哨
宋
時
代
の
二
三
の
磁
窯

立
命
館
文
畢

第
百
十
四
既

昭
和
二
十
九
年

前
漢
代
郡
高
柳
鯨
の
遠
地
に
つ
い
て

石
渡
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
十
七

(東
西

学
術
研
究
所
論
叢
十
八
)
関
西
大
挙
東
西
撃
術
研
究
所

昭
和

三

十

年

郷
亭
里
に
つ
い
て
の
研
究

東
洋
史
研
究

第
十
四
巻

1
･
二
親
合
刊

◎新
講
座
地
理
と
世
界
の
歴
史
七
'

｢
ア
ジ
ア
篇
上
｣

(羽
田
明

･
西
村
睦
男
氏
と
共
編
)

雄
薄
紅

昭
和

三

十

年

黄
河
道
の
襲
違

寓
里
の
長
城

都
市
の
襲
達

ア
ジ
ア
簾
の
編
集
を
終
え
て

◎山
西
古
墳
志

(水
野
清

一
氏
と
共
著
)

右
書
所
収

右
書
所
収

右
書
所
収

右
書
月
報

昭
和
三
十

一
年

昭
和
三
十

一
年

昭
和
三
十

一
年

昭
和
三
十

1
年

昭
和
三
十

一
年

京
都
大
畢
人
文
科
学
研
究
所
報
告

中
村
印
刷
出
版
部

○中文
地
志
日
録
の
出
版
に
寄
せ
て

..iJブ
リ
ア
第
六
碗

ス
タ
イ
ン
第
三
回
中
豊
探
検
採
集
木
簡

墨
美

唐
若
覚
書

世
界
陶
磁
全
集
九

｢
隔
唐
篇
｣
所
収

◎新
講
座
地
理
と
世
界
の
歴
史
八
㌧

｢
ア
ジ
ア
篇
下
｣

天
理
園
書
館

第
五
十
七
統

河
出
書
房

(羽
田
明

･
西
村
睦
男
氏
と
共
編
)

集
王
聖
教
序
の
碑
に
つ
い
て

書
道
全
集
八

｢
中
国
八

雄
罪
証

昭
和
三
十

1
年

昭
和
三
十

一
年

昭
和
三
十

一
年

昭
和
三
十

一
年

昭
和
三
十
二
年

和
田
清
著
東
缶
史
研
究
備
洲
篇

(書
評
)

東
洋
史
研
究

唐
Ⅱ
｣
所
収

平
凡
社

昭
和
三
十
二
年

第
十
五
巻
第
三
親

昭
和
三
十
二
年

○居膚
閲
の
歴
史
地
理

村
田
治
郎
編

｢
居
庸
閥
｣
第

1
巻
所
収

京
都
大
学
工
学
部

昭
和
三
十
二
年

○漢
の
西
方
詮
展
と
南
関
開
設
の
時
期
に
つ
い
て

東
方
学
報

京
都
第
二
十
七
筋

昭
和
三
十
二
年



0
宋
代
都
市
生
活
の
l
面

歴
史
教
育

第
五
巻
第
七
親

o

｢
中
世
の
都
市
｣
特
集
競

昭
和
三
十
二
年

来珍
版
本
の
元
和
郡
願
志
に
つ
い
て

神
田
博
士
遠
暦
記
念
書
誌
畢
論
集
所
収

沖
田
博
士
還
暦
記
念
合

昭
和
三
十
二
年

藻
草
家
と
書

書
道
全
集
二
十
五

｢
日
本
十

1

明
治
大
正
｣
所
収

平
凡
社

昭
和
三
十
二
年

中

国

(歴
史
地
理
)

歴
史
地
理
講
座
第
二
巻

｢
ア
ジ
ア
･
新
大
陸
｣
所
収

朝
倉
書
店

昭
和
三
十
三
午

◎東
洋
史
通
論

(外
山
軍
治

･
三
田
村
泰
助

･
大
島
利

一
氏
と
共
著
)

創
元
社

昭
和
三
十
三
年

○
敦
燈
の
五
重
山
国
に
つ
い
て

併
敬
重
術

第
三
十
四
競

｢
敦
煙
の
悌
敦
美
術
｣

特
集
戟

昭
和
三
十
三
年

米
揮
圃
書
館
の
韻
書
と
猿
害

～
と
-
に
翰
墨
全
書
に
つ
い
て
-

内
田
智
雄
編

｢
米

揮
善
本
の
研
究
と
解
題
｣
所
収

ハ
ー
バ
ー
ド

･
燕
京

･

同
志
社
東
方
文
化
講
座
委
員
合

昭
和
三
十
三
年

化
政
時
代
の
文
人
趣
味

書
道
全
集
二
十
三

｢
日
本
十

江
戸
Ⅱ
｣
所
収

平
凡
社

昭
和
三
十
三
年

文
化
の
は
じ
ま
り

固
説
世
界
文
化
史
大
系
十
五

｢
中
国
Ⅰ
｣
所
収

角
川
書
店

昭
和
三
十
三
年

長
安
と
洛
陽

困
説
世
界
文
化
史
大
系
十
六

｢
中
国
Ⅱ
｣
所
収

角
川
書
店

昭
和
三
十
四
年

右
演
先
生
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集

(書
評
)

東
洋
史
研
究

第
十
八
巻
第

l
窮

昭
和
三
十
四
年

生
産
の
増
大

固
説
世
界
文
化
史
大
系
十
七

｢
中
国
Ⅲ
｣
所
収

角
川
書
店

昭
和
三
十
四
年

0アジ
ア
の
集
落
'
中
国

(中
国
に
お
け
る
東
落
の
脊
達
)

集
落
地
理
講
座

第
四
巻

｢
世
界
の
集
落
｣
所
収

朝
倉
書
店

昭
和
三
十
四
午

都

城

(中
国
)

世
界
建
築
全
集
四

｢
イ
ン
ド

･
東
南
ア
ジ
ア
･

中
国

･
朝
鮮

･
中
南
米
｣
所
収

平
凡
社

昭
和
三
十
四
年

日
比
野
丈
夫
教
授
著
作
目
録

義
湘
に
あ
て
た
法
政
の
手
紙

日
本
絵
巻
物
全
集

第
七
巻

｢
華
厳
縁
起
｣
月
報

角
川
書
店

昭
和
三
十
四
午

中
国
と
日
本

国
説
世
界
文
化
史
大
系
十
八

｢
中
国
Ⅳ
｣
所
収

○水経
注
折
水
篇
を
謹
む

立
命
館
文
学

第
百
八
十
窮

角
川
書
店

昭
和
三
十
五
年

｢
橋
本
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
叢
｣

昭
和
三
十
五
午

中
国
古
代
貨
幣
展
観
解
説

(昭
和
三
十
五
年
十

l
月

黒
川
古
文
化
研
究
所

第
二
十
回
展
観
)

黒
川
古
文
化
研
究
所

昭
和
二
手

五
年

妙
峰
頑
登
の
事
鏡
に
つ
い
て

塚
本
博
士
頭
鳶
記
念
係
数
史
学
論
集
所
収

塚
本
博
士
頭
毒
記
念
合

昭
和
三
十
六
午

世
界
文
化
史
必
携
序
説

園
説
世
界
文
化
史
大
系
別
巻
所
収

角
川
書
店

昭
和
三
十
六
年

チ
ソ
ギ
ス
･
ハ
ー
ン
時
代
の
シ
ル
ク
･
ロ
ー
ド
の
園

世
界
ノ
ソ
フ
ィ
ク
シ
m
ソ

全
集
第
十
九
巻
月
報

平
凡
社

昭
和
三
十
六
午

茎
葉
の
展
開

世
界
美
術
全
集
十
五

｢
中
園
四

隔
唐
｣
所
収

◎

角
川
書
店

昭
聖

一十
六
年

ア
ジ
ア
の
繁
栄

(共
著
)

ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
版
世
界
の
歴
史
三

中
央
公
論
社

昭
和
三
十
六
年

◎近
代
へ
の
序
曲

(共
著
)

ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
版
世
界
の
歴
史
四

中
央
公
論
社

昭
和
三
十
六
午

吉
備
大
臣
木
像
の
由
来

日
本
絵
巻
物
全
集

第
五
奄

｢
吉
備
大
臣
入
唐
給
詞
｣

月
報

角
川
書
店

昭
和
三
十
六
年

唐
代
蒲
昌
府
文
書
の
研
究

東
方
学
報

京
都
第
三
十
三
筋

昭
和
三
十
八
午

中
国
歴
代
貨
幣
展
観
解
説

(昭
和
三
十
八
年
六
月

黒
川
古
文
化
研
究
所

第
二
十
五
回
展
観
)
黒
川
古
文
化
研
究
所

昭
和
三
十
八
年

中
国
の
鑑
定
家
と
贋
作
者

淡
交
増
刊
十
二
競

第
十
七
巻
第
七
窮

o

｢
古
美
術
鑑
定
讃
本
｣

昭
和
三
十
八
年

徳
川
幕
府
に
よ
る
中
国
地
方
志
の
蒐
集

岩
井
博
士
古
稀
記
念
典
籍
論
集
所
収

岩
井
博
士
古
稀
記
念
事
業
合

昭
和
三
十
八
年

五
二

一



東

方

学

報

了
フ
ヤ
に
お
け
る
東
西
の
対
立

(思
想
の
動
向
)

立
命
館
文
学

第
二
百
二
十
二
競

マ
ラ
ヤ
調
査
旅
行
覚
え
書

東
南
ア
ジ
ア
研
究

第
三
窮

魯
我
部
静
雄
著
中
国
及
び
古
代
日
本
に
お
け
る
郷
村
形
態

(書
評
)

東
洋
史
研
究

第
二
十
二
巻
第
四
班

○
漢
書
地
理
志
の
秦
郡
に
つ
い
て

東
方
学
報

京
都
第
三
十
六
掛

創
立
三
十
五
周
年
記
念
論
文
集

膚
文
化
と
書

淡
交
増
刊
十
五
窮

第
十
七
雀
第
十
五
窮

｢
中
国
の
書
｣
特
集
琉

束
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
華
僑
の
歴
史
的
社
倉
的
研
究
調
査
を
し
て

レ
ポ
ー
ト

第
二
奄
第
六
窮

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
-

㊥東
ア
'J,L
ア
世
界

(羽
田
明
氏
と
共
著
)

世
界
歴
史

第
四
奄

人
文
書
院

昭
和
三
十
八
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
三
十
九
年

セ
ン
タ
I

昭
和

四

十
年

昭
和

四

十
年

生
産
と
流
通

唐
寅
の
書
の
こ
と
な
ど

五
二
二同

右
所
収

昭
和
四
十
二
年

書
道
全
集
十
七

｢
中
国
十
二

元
明
Ⅰ
｣
新
版
月
報

車
図
の
歴
史

世
界
文
化
シ
-
-
ズ
十
八

｢
中
国
｣
所
収

世
界
文
化
社

昭
和

四

十
年

東
南
ア
ジ
ア
の
旋

一
-
四

中
畢
二
年
生
の
計
董
学
習

第
五
巻
八
競
-
十

一
班

昭
和
四
十

～
四
十

一
年

華
僑
の
役
割

世
界
の
文
化
十
四

｢
東
南
ア
ジ
ア
｣
所
収

河
出
書

房
新
社

昭
和
四
十

1
午

上
野
有
竹
賛
蒐
集
中
国
圏
錬

(解
説
分
括
)

京
都
国
立
博
物
館

昭
和
四
十

l
年

華
東
'
香
港
と
マ
カ
オ

世
界
文
化
地
理

第

1
巻

｢
中
図

･
朝
鮮

･

モ
ン
ゴ
ル
｣
所
収

講
談
社

昭
和
四
十

1
年

○乗の
臨
安
に
つ
い
て
の
覚
え
書

歴
史
教
育

第
十
四
巻
第
八
鍍

o

｢
宋
元
の
庶
民
文
化
｣
特
集

昭
和
四
十

左

堀末
騨
博
の
妄

料

東
洋
史
研
究

第
二
十
五
雀
第
三
鱗

昭
和
四
十

l
年

泰
漢
帝
国

(編
著
)

東
洋
の
歴
史

第
三
番

人
物
往
来
祉

昭
和
四
十

1
年

湊
代
の
墓
を
掘
る

東
洋
の
歴
史

第
三
巻
月
報

人
物
往
来
証

昭
和
四
十

一
年

中

開

(歴
史
地
理
総
説
)

朝
倉
地
理
学
講
座
七

｢
歴
史
地
理
撃
｣
所
収

朝
倉
書
店

昭
和
四
十
二
年

平
凡
社

昭
和
四
十
二
年

東
洋
史
研
究
の
歩
み
を
語
る

(鹿
談
合

森
鹿
三
､
今
西
春
秋
氏
等
と
共
に
出
席
)

東
洋
史
研
究

第
二
十
六
巻
第

1
班

昭
和
四
十
二
午

東
イ
ン
ド
脅
証
と
東
洋
趣
味
の
流
行

被
服
文
化

第
百
五
鱗

文
化
女
子
大
草
出
版
局

昭
和
四
十
二
午

○張家
口
外
の
二
､
三
の
遺
横
に
つ
い
て

立
命
館
文
学

第
二
百
六
十
競

｢
橋
本
先
生
喜
寿
記
念
貌
｣

昭
和
四
十
二
年

皆
川
泰
蔵
氏
と
中
国
の
庭

皆
川
泰
戒
作
品
集
四

｢庭

中
園
篇
｣
所
収

京
都
書
院

昭
和
四
十
二
年

珍華

僑

(須
山
卓
'
癖
居
良
造
氏
と
共
著
)

N
H
K
ブ
ッ
ク
入
六
十

◎

日
本
放
迭
出
版
協
合

昭
和
四
十
二
年

東
洋
の
歴
史
十
三
'
人
名
事
典
'
射
綬
年
表

(外
山
軍
治
氏
と
共
編
)

人
物
往
来
祉

昭
和
四
十
二
年

古
代
生
活
の
歩
み

世
界
歴
史
シ
リ
ー
ズ
三

｢古
代
中
開
｣
所
収

世
界
文
化
社

昭
和
四
十
三
午

合
従
と
連
衡

同
右
所
収

昭
和
四
十
三
年

草
間
の
思
い
出
1

那
波
利
貞
博
士
を
囲
ん
で
･I

(座
談
合

貝
塚
茂
樹
氏

と
兵
に
出
席
)

東
方
撃

第
三
十
六
輯

昭
和
四
十
三
年

貴
族
の
生
活
と
文
化

世
界
歴
史
シ
リ
ー
ズ
七

｢
大
唐
の
繁
柴
｣
所
収

世
界
文
化
社

昭
和
四
十
二
午

長
安
と
洛
陽

同
右
所
収

昭
和
四
十
三
午

惰
唐
帝
国
の
成
立
と
日
本

国
民
の
歴
史
三

｢
飛
鳥
朝
｣
月
報

文
英
堂

昭
和
四
十
三
年

マ
ラ
ッ
カ
の
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ

･
カ
ピ
タ
ン
の
系
譜

東
南
ア
ジ
ア
研
究

第
六
巻
第
四
鱗

昭
和
四
十
四
午

劉
果
困
氏
に
よ
り
湊
詔
｡
星
横
日
報
1
九
七
七
年
新
年
特
刊
に
掲
載

都
市
文
化
の
開
花
と
繁
栄

世
界
歴
史
シ
リ
ー
ズ
十
三



｢
中
国
文
化
の
成
熟
｣
所
収

世
界
文
化
社

昭
和
四
十
四
年

末
元
明
時
代
の
展
望

同
右
所
収

昭
和
四
十
四
午

倭
志
の
盛
衰

同
右
所
収

昭
和
四
十
四
年

華
麗
な
る
中
華
帝
国

世
界
歴
史
シ
リ
ー
ズ
二
十

｢
中
華
帝
国
の
崩
卓
｣
所
収

世
界
文
化
社

昭
和
四
十
四
年

学
問
の
思
い
出
1

梅
原
末
治
博
士
を
囲
ん
で
-

(座
談
合

森
鹿
三
氏
と

共
に
出
席
)

東
方
撃

第
三
十
八
碍

昭
和
四
十
四
年

車
国
の
出
現

知
好
栗

ナ
カ
ニ
シ
ャ
書
店

昭
和
四
十
四
年

子
年
の
都
'
歴
史
と
文
化

ワ
イ
ド
カ
ラ
ー
日
本
十

1
｢
京
都
｣
所
収

世
界
文
化
社

昭
和
四
十
四
年

南
北
を
む
す
ぶ
運
河

日
本
と
世
界
の
歴
史

｢
六
㌧
七
世
紀
｣
所
収

撃
習
研
究
社

昭
和
四
十
五
年

○
史
記
貨
殖
列
侍
と
漢
代
の
地
理
匡

東
方
学
報

京
都
第
四
十

l
筋

昭
和
四
十
五
年

陳
嘉
庚
-

東
南
ア
商
業
完
全
割
歴
を
果
し
た
大
華
僑
-

流
動

第
二
奄
第
七
競

東
京
流
動
祉

昭
和
四
十
五
年

内
藤
先
生
と
金
石
拓
本

内
藤
湖
南
全
集
第

一
奄

月
報

筑
摩
書
房

昭
和
四
十
五
年

清
帝
国
の
秋

日
本
と
世
界
の
歴
史

｢
十
八
世
紀
｣
所
収

学
習
研
究
社

昭
和
四
十
五
年

年
末
年
始
の
北
京

東
書
高
校
通
信

国
語
九
十
二

東
京
書
籍
株
式
合
証

昭
和
四
十
五
年

が
京
に
お
け
る
定
期
市
の
襲
遷

史
窓

第
二
十
九
貌

昭
和
四
十
六
年

rJ河
北
省
に
お
け
る
集
落
と
人
口
の
分
布

織
田
武
雄
先
生
退
官
記
念

育

新
版
考
古
学
講
座

第
九
巻

｢
特
論

交
易
｣
所
収

雄
山
閣

那
波
先
生
の
思
い
出

史
窓

第
三
十
第

親
允
明
､
文
教
明
'
董
其
昌

書
道
蛮
術

第
八
巻
所
収

中
央
公
論
社

拓
本
の
鑑
賞

自
沙
村
荘
中
国
拓
本
展
解
説

㊨世
界
の
歴
史

別
巻

年
表

(編
者
代
表
)

河
出
書
房
新
社

昭
和
四
十
六
年

昭
和
四
十
六
年

昭
和
四
十
六
年

昭
和
四
十
六
年

昭
和
四
十
六
年

店
太
宗
､
虞
世
南
､
欧
陽
諦
'

マ
ラ
ッ
カ
の
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ

人
文
地
理
学
論
叢
所
収

柳
原
書
店

昭
和
四
十
六
年

樺
遮
艮

書
道
塾
術

第
三
巻
所
収

中
央
公
論
社

昭
和
四
十
六
年

･
カ
ピ
タ
ン
の
系
譜
-

補
遺
二
則
-

東
南
ア
ジ
ア
研
究

第
九
巻
第

一
窮

昭
和
四
十
六
年

劉
果
困
氏
に
よ
り
湊
諸
星
債
日
報
一
九
七
七
年
1
月
三
日
に
掲
載

日
比
野
丈
夫
教
授
者
作
目
録

華
僑
赴
合
に
お
け
る
信
仰
生
活

東
南
ア
ジ
ア
-

華
僑
の
祉
合
-

所
収

天
理
教
東
南
ア
ジ
ア
研
究
室

昭
和
四
十
六
年

陳
嘉
庚
の
生
涯

同
右
所
収

昭
和
四
十
六
年

中
国
三
千
年
'
歴
史
を
彩
る
英
傑
百
人

(三
田
村
泰
助

･
内
藤
戊
申

･

大
津
陽
典
氏
と
共
著
)

別
筋
新
評

新
評
敢

昭
和
四
十
六
年

中
開
書
道
史

階

･
唐
前
期

書
道
塾
術
別
巻
所
収

中
央
公
論
社

昭
和
四
十
八
年

科
畢
制
度
の
功
罪

園
書
教
材
研
究

第
二
窮

新
華
社
敦
友
館

昭
和
四
十
八
年

世
界
の
旗
に
寄
せ
る

皆
川
泰
戒

｢
染

世
界
の
旗

第
三
集
｣
所
収

京
都
書
院

昭
和
四
十
八
年

日
本
の
な
か
の
中
国
文
化
1
-
年
中
行
事
-

文
垂
春
秋
臨
時
増
刊

｢
目
で
見
る
中
国
史
｣

昭
和
四
十
八
年

ス
マ
ラ
ン
か
ら
J,,i
m
ク
ジ
ャ
へ

華
道

昭
和
四
十
八
年
第
五
競

昭
和
四
十
八
年

◎世
界
史
年
表

(編
者
代
表
)

河
出
書
房
新
社

昭
和
四
十
八
年

水
野
清

一
博
士
追
憶
集

(貝
塚
茂
樹
氏
と
共
編
)

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
内

｢
水
野
清

一
博
士
追
憶
集
｣
刊
行
合

昭
和
四
十
八
年

仕
事
の
人
'
水
野
先
生

同
右
所
収

昭
和
四
十
八
年

新
狂
の
唐
代
蒲
昌
府
文
書
に
つ
い
て

東
方
学
報

京
都
第
四
十
五
筋昭

和
四
十
八
年

○
京
都
大
学
人
文
科
挙
研
究
所
所
蔵
永
楽
大
典

(巻
六
百
六
十
五
､
六
百
六
十
六
)

零
本
解
説

同
影
印
本
附
録

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

昭
和
四
十
八
年

五
重
山
の
二
つ
の
元
碑
に
つ
い
て

藤
原
弘
道
先
生
古
稀
記
念

史
学
儒
教
撃
論
集
所
収

昭
和
四
十
八
年

五
二
三



東

方

学

報

河
南
省
の
碑
刻
に
つ
い
て

中
華
人
民
共
和
国
河
南
省
稗
刻
蓋
像
石
所
収

㊨華

僑
1

改
訂
版
-

竹
筒
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